
目
　
　
　
次

規
　
　
　
則

○
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

○
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
…
…
…
…
六

部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
三

規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
三
十
九
号

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
八
年

十
二
月
二
十
二
日

号
外
第
六
十
七
号

木　曜　日



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

二

別表第一（第三条関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

三



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

四



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

五



「

「

別
表
第
六
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

に
改
め
る
。

」

「

「

別
表
第
六
の
二
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

に
改
め
る
。

」附
　
則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に

関
す
る
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
給
与
の
内
払
）

２
●
改
正
後
の
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
技
能
労
務

職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に

よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。

（
給
料
の
切
替
え
等
）

３

こ
の
規
則
に
基
づ
く
給
料
の
切
替
え
及
び
こ
れ
に
伴
う
措
置
に
つ
い
て
は
、
山
梨
県
職
員
給
与
条

例
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
る
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
号

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

（
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

●
●
第
二
十
条
の
七
中
「
第
七
十
一
条
の
十
四
第
四
項
、
第
七
十
一
条
の
十
五
第
四
項
」
を
「
第
七
十

一
条
の
十
四
第
六
項
、
第
七
十
一
条
の
十
五
第
五
項
」
に
、「
第
七
十
一
条
の
三
十
五
第
五
項
、
第

七
十
一
条
の
三
十
六
第
四
項
」
を
「
第
七
十
一
条
の
三
十
五
第
七
項
、
第
七
十
一
条
の
三
十
六
第
五

項
」
に
、「
第
七
十
一
条
の
五
十
五
第
五
項
又
は
第
七
十
一
条
の
五
十
六
第
四
項
」
を
「
第
七
十
一

条
の
五
十
五
第
七
項
又
は
第
七
十
一
条
の
五
十
六
第
五
項
」
に
改
め
る
。

●
●
第
二
十
一
条
の
六
中
「
第
七
十
二
条
の
四
十
六
第
五
項
又
は
第
七
十
二
条
の
四
十
七
第
四
項
」
を

「
第
七
十
二
条
の
四
十
六
第
六
項
又
は
第
七
十
二
条
の
四
十
七
第
五
項
」
に
改
め
る
。

●
●
第
三
十
条
中
「
第
九
十
条
第
四
項
又
は
第
九
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第
九
十
条
第
六
項
又
は
第
九

十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
身
体
障
害
者
等
）

第
四
十
条
の
二
　
条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
身
体
障
害
を
有
し
歩
行
が
困

難
な
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
取
得
又
は
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

●
●
一
●
条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
（１）
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
自
動
車
の
取
得
又
は
条
例
第

百
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
自
動
車
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

●
●
●
イ
●
条
例
第
百
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
身
体

障
害
者
手
帳
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ

る
障
害
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則

（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
別
表
第
五
号
に
定
め
る
障
害
の
級
別
（
以
下
こ
の

条
及
び
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
四
ま
で
に
お
い
て
「
障
害
の
級
別
」
と
い
う
。）
に
該
当
す

る
障
害
を
有
す
る
も
の

●
●
●
ロ
●
条
例
第
百
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
戦
傷
病
者
手
帳
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
戦
傷
病

者
手
帳
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
別
表
第
一
の
上
欄
に
掲
げ
る
障

害
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
恩
給
法
（
大
正
十
二
年
法
律
第
四
十

八
号
）
別
表
第
一
号
表
ノ
二
又
は
第
一
号
表
ノ
三
に
定
め
る
重
度
障
害
の
程
度
又
は
障
害
の

程
度
（
別
表
第
一
に
お
い
て
「
重
度
障
害
の
程
度
又
は
障
害
の
程
度
」
と
い
う
。）
に
該
当

す
る
障
害
を
有
す
る
も
の

●
●
二
●
条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
（２）
若
し
く
は
（３）
若
し
く
は
同
号
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け

る
自
動
車
の
取
得
又
は
条
例
第
百
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
同
項

第
二
号
に
掲
げ
る
自
動
車
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

●
●
●
イ
●
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
障
害

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
級
別
に
該
当
す
る
障
害
を
有
す

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

六

３０

３１

３２

３３

３３

３４

３４

３５

３５

３６

２９

３０

３０

３１

３１

３２

３２

３３

３４

３５

８７

７７

７８

７９

８０

８２

８４

８６

７８

８０

８２

８４

８５

８６



る
も
の

●
●
●
ロ
●
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
別
表
第
二
の
上
欄
に
掲
げ
る
障
害
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
恩
給
法
別
表
第
一
号
表
ノ
二
に
定
め
る
重

度
障
害
の
程
度
（
次
項
及
び
別
表
第
二
か
ら
別
表
第
四
ま
で
に
お
い
て
「
重
度
障
害
の
程
度
」

と
い
う
。）
に
該
当
す
る
障
害
を
有
す
る
も
の

●
２
●
条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
身
体
障
害
を
有
し
日
常
生
活
を
営
む
の
に

著
し
い
支
障
が
あ
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
取
得
又
は
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
と
す
る
。

●
●
一
●
条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
（１）
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
自
動
車
の
取
得
又
は
条
例
第

百
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
自
動
車
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

●
●
●
イ
●
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
障
害

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
級
別
に
該
当
す
る
障
害
を
有
す

る
も
の

●
●
●
ロ
●
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
別
表
第
三
の
上
欄
に
掲
げ
る
障
害
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
重
度
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
障
害
を
有

す
る
も
の

●
●
二
●
条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
（２）
若
し
く
は
（３）
若
し
く
は
同
号
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け

る
自
動
車
の
取
得
又
は
条
例
第
百
十
五
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
同
項

第
二
号
に
掲
げ
る
自
動
車
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

●
●
●
イ
●
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
別
表
第
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
障
害

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
障
害
の
級
別
に
該
当
す
る
障
害
を
有
す

る
も
の

●
●
●
ロ
●
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
別
表
第
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
障
害
の

区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
重
度
障
害
の
程
度
に
該
当
す
る
障
害
を
有

す
る
も
の

●
３
●
条
例
第
百
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
重
度
の
知
的
障
害
又
は
精
神
障
害
を
有
し

日
常
生
活
を
営
む
の
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す

る
。

●
●
一
●
条
例
第
百
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
の
う
ち
、
山
梨
県

療
育
手
帳
交
付
規
則
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
九
号
）
第
五
条
第
二
項
に
定
め
る
重

度
知
的
障
害
者

●
●
二
●
条
例
第
百
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

の
う
ち
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第

百
五
十
五
号
）
第
六
条
第
三
項
に
定
め
る
一
級
の
障
害
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十

三
号
）
第
五
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
（
障
害
者
の
日
常
生
活
及

び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
）
第
一

条
の
二
第
三
号
に
規
定
す
る
精
神
通
院
医
療
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

も
の

第
四
十
一
条
及
び
第
四
十
二
条
中
「
第
百
二
条
第
二
項
」
を
「
第
百
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

●
●
第
四
十
三
条
中
「
第
百
三
十
二
条
第
五
項
又
は
第
百
三
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
百
三
十
二
条
第

六
項
又
は
第
百
三
十
三
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

●
●
第
五
十
二
条
の
三
中
「
第
百
四
十
四
条
の
四
十
七
第
五
項
又
は
第
百
四
十
四
条
の
四
十
八
第
四
項
」

を
「
第
百
四
十
四
条
の
四
十
七
第
六
項
又
は
第
百
四
十
四
条
の
四
十
八
第
五
項
」
に
改
め
る
。

●
●
第
五
十
三
条
の
二
の
二
中
「
第
百
十
五
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
二
第
四
項
」
に
改

め
る
。

附
則
の
次
に
別
表
と
し
て
次
の
四
表
を
加
え
る
。

別
表
第
一
（
第
四
十
条
の
二
関
係
）

障
害
の
区
分
　
　
　
障
害
の
級
別
　
　
　
　
　
　
　
重
度
障
害
の
程
度
又
は
障
害
の
程
度

下
肢
不
自
由

一
級
か
ら
六
級
ま
で
の
各
級

特
別
項
症
か
ら
第
六
項
症
ま
で
の
各
項
症

及
び
第
一
款
症
か
ら
第
三
款
症
ま
で
の
各

款
症

体
幹
不
自
由
　
　
　
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
各
級
　
特
別
項
症
か
ら
第
六
項
症
ま
で
の
各
項
症

及
び
五
級

及
び
第
一
款
症
か
ら
第
三
款
症
ま
で
の
各

款
症

乳
幼
児
期
以
前
の
　
一
級
か
ら
六
級
ま
で
の
各
級

非
進
行
性
脳
病
変
　

に
よ
る
運
動
機
能

障
害
（
上
肢
機
能

を
除
く
。）

別
表
第
二
（
第
四
十
条
の
二
関
係
）

障
害
の
区
分

障
害
の
級
別

重
度
障
害
の
程
度

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

七



下
肢
不
自
由

一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
各
級

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

体
幹
不
自
由

一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
各
級

特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

乳
幼
児
期
以
前
の
　
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
各
級

非
進
行
性
脳
病
変
　

に
よ
る
運
動
機
能

障
害
（
上
肢
機
能

を
除
く
。）

別
表
第
三
（
第
四
十
条
の
二
関
係
）

障
害
の
区
分
　
　
　
障
害
の
級
別
　
　
　
　
　
　
　
重
度
障
害
の
程
度

視
覚
障
害
　
　
　
　
一
級
か
ら
四
級
ま
で
の
各
級
　
特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

聴
覚
障
害
　
　
　
　
二
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

平
衡
機
能
障
害
　
　
三
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

音
声
機
能
障
害
　

三
級
（
喉
頭
摘
出
に
よ
る
音

特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
ま
で
の
各
項
症

声
機
能
障
害
が
あ
る
場
合
に

（
喉
頭
摘
出
に
よ
る
音
声
機
能
障
害
が
あ

限
る
。）

る
場
合
に
限
る
。）

上
肢
不
自
由
　
　
　
一
級
及
び
二
級
　
　
　
　
　

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

乳
幼
児
期
以
前
の
　
一
級
及
び
二
級

非
進
行
性
脳
病
変
　

に
よ
る
運
動
機
能

障
害
（
上
肢
機
能

に
限
る
。）

心
臓
機
能
障
害
　
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

腎
臓
機
能
障
害
　
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

呼
吸
器
機
能
障
害
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

ぼ
う
こ
う
又
は
直
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

腸
の
機
能
障
害

小
腸
機
能
障
害
　
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
　
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
各
級
　

イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害

肝
臓
機
能
障
害
　
　
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
各
級

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

別
表
第
四
（
第
四
十
条
の
二
関
係
）

障
害
の
区
分
　
　

障
害
の
級
別
　
　
　
　
　

重
度
障
害
の
程
度

視
覚
障
害
　
　
　
　
一
級
か
ら
四
級
ま
で
の
各
級
　
特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

聴
覚
障
害
　
　
　
　
二
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

平
衡
機
能
障
害
　
　
三
級
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
四
項
症
ま
で
の
各
項
症

上
肢
不
自
由
　
　
　
一
級
及
び
二
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

乳
幼
児
期
以
前
の
　
一
級
及
び
二
級

非
進
行
性
脳
病
変
　

に
よ
る
運
動
機
能

障
害
（
上
肢
機
能

に
限
る
。）

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

八



心
臓
機
能
障
害
　
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

腎
臓
機
能
障
害
　
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

呼
吸
器
機
能
障
害
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

ぼ
う
こ
う
又
は
直
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

腸
の
機
能
障
害

小
腸
機
能
障
害
　
　
一
級
及
び
三
級
　
　
　
　
　
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
　
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
各
級
　

イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害

肝
臓
機
能
障
害
　
　
一
級
か
ら
三
級
ま
で
の
各
級
　
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
の
各
項
症

「

上
場
株
式
等
の
配
当
等

第
三
十
三
号
様
式
（
そ
の
２
）
中
　
　
公
募
証
券
投
資
信
託
等
の
配
当
等

特
定
投
資
法
人
の
投
資
口
の
配
当
等

「

上
場
株
式
等
の
配
当
等
●
●

投
資
信
託
で
そ
の
設
定
に
係

円
　
　
　
円

特
定
投
資
法
人
の
投
資
口
の

円
　
　
　
円
　
　
を

特
定
目
的
信
託
の
社
債
的
受

円
　
　
　
円

」
●
●
●
特
定
公
社
債
の
利
子
・
特
定

源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当

●

円
　
　
　
円

る
受
益
権
の
募
集
が
公
募
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
の
収
益
の
分
配
　
　
　
円
　
　
　
円

配
当
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
円

に
改
め

益
権
の
剰
余
金
の
配
当
の
う
ち
公
募
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
円

口
座
外
の
割
引
債
の
償
還
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
円

等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
円

」

る
。第

四
十
五
号
様
式
裏
面
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

九

上
場
株
式
等
の
配
当
等
●
●

投
資
信
託
で
そ
の
設
定
に
係

円
　
　
　
円

特
定
投
資
法
人
の
投
資
口
の

円
　
　
　
円
　
　
　

特
定
目
的
信
託
の
社
債
的
受

円
　
　
　
円

」
●
●
●
特
定
公
社
債
の
利
子
・
特
定

上
場
株
式
等
の
配
当
等
　
　
　
　
　
　
　
　

公
募
証
券
投
資
信
託
等
の
配
当
等
　
　
　
　

特
定
投
資
法
人
の
投
資
口
の
配
当
等
　
　
　

源
泉
徴
収
選
択
口
座
内
配
当

円
　
　
　
円

る
受
益
権
の
募
集
が
公
募
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
の
収
益
の
分
配
　
　
　
円
　
　
　
円

配
当
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
円

益
権
の
剰
余
金
の
配
当
の
う
ち
公
募
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
円

口
座
外
の
割
引
債
の
償
還
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
円

等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円
　
　
　
円



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

一
〇

第45号様式（第２０条の４、第２１条の６関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

一
一

第
四
十
八
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

一
二

第48号様式（第２０条の８関係）



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

一
三

第
八
十
七
号
様
式
中
「
第
１
０
２
条
第
２
項
」
を
「
第
１
０
２
条
第
４
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
七
号
様
式
中
「
第
１
１
５
条
の
２
第
３
項
」
を
「
第
１
１
５
条
の
２
第
４
項
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
山
梨
県
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

●
第
三
十
条
第
一
項
第
三
号
中
「
身
体
又
は
精
神
に
障
害
を
有
し
歩
行
が
困
難
な
者
」
を
「
身
体
障

害
を
有
し
、
歩
行
が
困
難
な
者
又
は
日
常
生
活
を
営
む
の
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
者
及
び
重
度
の
知

的
障
害
又
は
精
神
障
害
を
有
し
日
常
生
活
を
営
む
の
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
者
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
一

第
一
条
中
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
三
十
三
号
様
式
（
そ
の
２
）、
第
四
十
五
号
様
式
及

び
第
四
十
八
号
様
式
の
改
正
規
定
　
公
布
の
日

●
二

第
一
条
中
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
二
十
条
の
七
、
第
二
十
一
条
の
六
、
第
三
十
条
、
第

四
十
三
条
及
び
第
五
十
二
条
の
三
の
改
正
規
定
　
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と

い
う
。）
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
旧
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
そ
の
他
の
書

類
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
提
出
さ
れ
た

申
請
書
そ
の
他
の
書
類
と
み
な
す
。

山
梨
県
規
則
第
四
十
一
号

山
梨
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

山
梨
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
（
平
成
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
別
表
」
を
「
別
表
第
一
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
別
表
第
一
号
」
を

「
別
表
第
一
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
別
表
第
二
号
」
を
「
別
表
第
一
第
二
号
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
別
表
第
三
号
」
を
「
別
表
第
一
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
別
表
第
四
号
」

を
「
別
表
第
一
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
別
表
第
五
号
」
を
「
別
表
第
一
第
五
号
」
に
改

め
、
同
条
第
六
項
中
「
別
表
第
六
号
」
を
「
別
表
第
一
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
別
表
第

七
号
」
を
「
別
表
第
一
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
別
表
第
八
号
」
を
「
別
表
第
一
第
八
号
」

に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
別
表
第
九
号
」
を
「
別
表
第
一
第
九
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
別

表
第
十
号
」
を
「
別
表
第
一
第
十
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
別
表
第
十
一
号
」
を
「
別
表
第

一
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
別
表
第
十
二
号
」
を
「
別
表
第
一
第
十
二
号
」
に
改
め
、

同
条
第
十
三
項
中
「
別
表
第
十
三
号
」
を
「
別
表
第
一
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
項
を
加

え
る
。

１４

条
例
別
表
第
一
第
十
四
号
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

●
一
●
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行

う
生
活
に
困
窮
す
る
外
国
人
に
対
す
る
保
護
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
外
国
人
生
活
保
護
」
と

い
う
。）
を
現
に
受
け
て
い
る
と
い
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
外
国
人
生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
あ
る
外
国
人
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認

●
二
●
生
活
保
護
法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
外
国
人
生
活
保
護
の
開
始
若
し
く
は

同
条
第
九
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
外
国
人
生
活
保
護
の
変
更
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係

る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

●
三
●
生
活
保
護
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
資
料
の
提
供
等
の
求
め
の
対
象
と
な

る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認

●
四
●
生
活
保
護
法
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
給
付
金
の
支
給
の
申
請
の
受

理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

●
五
●
生
活
保
護
法
第
六
十
三
条
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
外
国
人
生
活
保
護
に
要
す
る
費
用
の
返
還
の

対
象
と
な
る
現
に
外
国
人
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
外
国
人
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は

住
所
の
変
更
の
事
実
の
確
認

●
六
●
生
活
保
護
法
第
七
十
七
条
第
一
項
又
は
第
七
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
準
じ

て
行
う
徴
収
金
の
徴
収
（
同
法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
徴

収
金
の
徴
収
を
含
む
。）
の
対
象
と
な
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の

事
実
の
確
認

１５
●
条
例
別
表
第
一
第
十
五
号
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

●
一
●
母
子
家
庭
の
母
又
は
父
子
家
庭
の
父
に
対
す
る
生
活
の
安
定
に
資
す
る
資
格
の
取
得
を
促
進
す

る
た
め
の
給
付
金
（
次
号
に
お
い
て
「
給
付
金
」
と
い
う
。）
の
支
給
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申

請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答

●
二
●
給
付
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
者
の
生
存
の
事
実
又
は
氏
名
若
し
く
は
住
所
の
変
更
の
事
実
の

確
認

１６
●
条
例
別
表
第
一
第
十
六
号
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
高
等
学
校
等
で
あ
っ
て
私
立
の
も
の
に
お

「
第
１
０
２
条
第
２
項
」
「
第
１
０
２
条
第
４
項
」

「
第
１
１
５
条
の
２
第
３
項
」
「
第
１
１
５
条
の
２
第
４
項
」



山
梨
県
公
報
号
外

第
六
十
七
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日

一
四

け
る
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
の
受
給
資
格
の
認
定
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い

て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
と
す
る
。

第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
別
表
第
二
の
規
則
で
定
め
る
事
務
）

第
十
条
　
条
例
別
表
第
二
教
育
委
員
会
の
項
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
特
別
支
援
学
校
へ
の

就
学
の
た
め
必
要
な
経
費
の
算
定
に
必
要
な
資
料
の
受
理
、
そ
の
資
料
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審

査
又
は
そ
の
資
料
の
提
出
に
対
す
る
応
答
と
す
る
。

２
●
条
例
別
表
第
二
教
育
委
員
会
の
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
高
等
学
校
等
（
私
立
の
も

の
を
除
く
。）
に
お
け
る
奨
学
の
た
め
の
給
付
金
の
受
給
資
格
の
認
定
の
申
請
の
受
理
、
そ
の
申
請

に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
又
は
そ
の
申
請
に
対
す
る
応
答
と
す
る
。

第
七
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条

第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
七
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
第
五
条
を
第
六
条

と
し
、
第
四
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
三
条
中
「
第
三
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
、「
第
五
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
三

項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
三
条
第
一
項
」
を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条

第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
第
一
条
の
次
に
次

の
一
条
を
加
え
る
。

（
知
事
以
外
の
執
行
機
関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
方
法
）

第
二
条
　
条
例
第
四
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提

供
は
、
電
子
計
算
機
の
操
作
に
よ
る
も
の
と
し
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
送
信
又
は
磁
気
デ
ィ
ス

ク
の
送
付
の
方
法
に
関
す
る
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
た
送
信
又
は
磁
気

デ
ィ
ス
ク
の
送
付
の
方
法
並
び
に
磁
気
デ
ィ
ス
ク
へ
の
記
録
及
び
そ
の
保
存
の
方
法
に
関
す
る
技
術

的
基
準
（
平
成
十
四
年
総
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「
第
２
条
関
係
」
を
「
第
３
条
関
係
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「
第
６
条
関
係
」
を
「
第
７
条
関
係
」
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「
第
７
条
関
係
」
を
「
第
８
条
関
係
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

「
第
２
条
関
係
」

「
第
６
条
関
係
」

「
第
７
条
関
係
」

「
第
３
条
関
係
」

「
第
７
条
関
係
」

「
第
８
条
関
係
」
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